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県
政
運
営

問　
知
事
就
任
か
ら
10
年
を
迎
え
ら

れ
、
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
流
行
、
物
価
高
騰
や
イ

ン
フ
レ
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
の
頻

発
、
人
口
減
少
な
ど
、
社
会
・
経
済
情

勢
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
知
事
は

「
健
康
し
が
」
を
旗
印
に
県
政
を
推
進

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
来
年
度
に
向

け
た
施
策
検
討
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
ま
た
、
就
任
か
ら
の
10
年
を
振
り
返

り
、
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、

今
後
ど
の
よ
う
な
政
治
姿
勢
で
県
政
を

進
め
て
い
く
の
か
決
意
を
伺
い
ま
す
。

答　
令
和
７
年
度
は
、
滋
賀
県
基
本

構
想
に
お
け
る
計
画
期
間
の
折
り

返
し
を
迎
え
、
令
和
12
年
の
目
指
す
姿

の
実
現
に
向
け
て
、
大
切
な
も
の
が
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
守
る
こ
と
と
、
し
な

や
か
に
変
わ
り
続
け
る
こ
と
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
未
来
に
つ
な
げ

る
行
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
一
年

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
わ
た
S
H
I
G
A
輝
く
国

ス
ポ
・
障
ス
ポ
」
や
「
大
阪
・
関
西
万

博
」
を
契
機
に
生
ま
れ
る
有
形
無
形

の
価
値
や
つ
な
が
り
が
、
滋
賀
の
レ

ガ
シ
ー
と
し
て
次
世
代
に
引
き
継
が

れ
る
よ
う
部
局
横
断
で
取
り
組
む
と

と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
、「
ひ

と
」「
社
会
・
経
済
」「
自
然
」
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
た
持
続
可
能
な
滋
賀
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、「
子
ど
も
・
子
ど
も
・
子
ど
も
」、

「
ひ
と
づ
く
り
」、「
安
全
・
安
心
の
社

会
基
盤
と
健
康
づ
く
り
」、「
持
続
可

能
な
社
会
・
経
済
づ
く
り
」、
そ
し
て

「
C
O
２
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
社
会
づ
く
り
や

M
L
G
s 

の
推
進
」
を
施
策
検
討
の
柱

と
し
て
、
協
働
・
共
創
の
視
点
を
大
切

に
施
策
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
知
事
就
任
か
ら
10
年
、「
未

来
へ
と
幸
せ
が
続
く
滋
賀
」
の
実
現
に

向
け
て
県
政
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
な
ど
の
社
会
の
変
化
へ
の
対
応
、

災
害
等
へ
の
強
靭
性
の
確
保
、
地
域
公

共
交
通
の
充
実
な
ど
、
く
ら
し
を
守
り
、

未
来
へ
希
望
を
つ
な
ぐ
取
組
に
注
力
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
よ
り
長
期
的
な

視
点
を
持
ち
、
新
た
な
課
題
に
も
対
応

し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
県
政
運
営
を
推

進
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
幸
せ
を
感

じ
ら
れ
る
滋
賀
県
を
、
そ
し
て
誇
り
を

感
じ
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
滋
賀

県
を
、
包
摂
性
と
寛
容
性
、
対
話
と
共

感
・
共
創
を
大
切
に
、
県
民
の
皆
様
と

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

高
等
専
門
学
校

問　
県
立
高
専
の
初
代
校
長
予
定
者

が
元
京
都
大
学
理
事
・
副
学
長
の

北
村
隆
行
氏
に
内
定
し
た
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
が
、
初
代
校
長
の
人
選
の

際
の
観
点
お
よ
び
期
待
す
る
こ
と
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
の
質
を
左
右
す
る
教
員

の
人
選
に
つ
い
て
も
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　
県
立
高
専
の
校
長
は
、
学
校
の

舵
取
り
役
と
な
る
重
要
な
存
在
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
高
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

さ
ら
に
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
教
育
へ
の
高
い

見
識
や
情
熱
な
ど
を
重
視
し
な
が
ら
人

選
を
進
め
、
北
村
氏
に
内
定
し
ま
し
た
。

北
村
氏
に
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
こ
ら

れ
た
知
識
、
経
験
、
人
脈
な
ど
を
存
分

に
発
揮
し
、
開
校
に
必
要
と
な
る
優
秀

な
教
師
陣
を
確
保
い
た
だ
き
、
学
生
や

地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、知
（
知
識
）

と
行
（
行
動
）
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
、

成
長
意
欲
あ
ふ
れ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育

成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
の
人
選
に
つ
い
て
は
、

高
校
生
年
代
の
指
導
に
関
す
る
知
見
や

研
究
の
み
な
ら
ず
、
教
育
手
法
に
長
け

た
教
員
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
視

点
を
持
ち
な
が
ら
、
全
国
に
広
く
人
材

を
求
め
、
必
要
な
教
員
を
計
画
的
に
人

選
・
採
用
し
て
い
き
ま
す
。

文
化

問　
彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
て
、
こ
の
一
年
間
の
取
組
状
況

と
知
事
と
し
て
の
活
動
状
況
を
伺
い
ま

す
。

　
ま
た
、
世
界
遺
産
登
録
を
含
め
た
滋

賀
の
文
化
振
興
に
つ
い
て
、
文
化
庁
に

長
く
在
籍
さ
れ
、
７
月
16
日
に
新
し
く

副
知
事
に
就
任
さ
れ
た
岸
本
副
知
事
に

思
い
を
伺
い
ま
す
。

答　
令
和
５
年
９
月
の
事※

前
評
価
申

請
書
の
提
出
後
、
文
化
庁
と
連
絡

を
密
に
と
り
な
が
ら
、
推
薦
書
素
案
の

作
成
に
向
け
た
作
業
や
、
機
運
醸
成
な

ど
を
鋭
意
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

私
自
身
と
し
て
も
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

国
会
議
員
勉
強
会
で
強
い
思
い
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
文
化
庁
長
官
に
も
直
接
、

令
和
９
年
度
の
登
録
に
向
け
更
な
る
支

援
を
お
願
い
す
る
な
ど
、
先
頭
に
立
っ

て
登
録
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
県
で
は
、
滋
賀
県
文
化
振

興
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
取
組
を
進
め

て
き
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
引
き
続
き
推

進
し
た
上
で
、
県
外
か
ら
来
た
副
知
事

と
し
て
自
分
な
り
の
気
付
き
を
お
伝
え

し
な
が
ら
魅
力
発
信
に
努
め
ま
す
。
特

に
、
彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い

て
は
、
文
部
科
学
省
や
内
閣
府
等
で
の

経
験
や
人
脈
を
生
か
し
な
が
ら
、
関
係

の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。琵

琶
湖
保
全

問　
現
在
、「
第
２
期
琵
琶
湖
保
全

再
生
計
画
」
の
期
間
中
で
す
が
、

琵
琶
湖
の
重
要
性
や
保
全
・
再
生
の
必

要
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
固
有
種
の
減
少
や
外
来
種
の

増
加
な
ど
、
琵
琶
湖
を
取
り
巻
く
諸
課

題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。

答　
琵
琶
湖
は
、
多
数
の
固
有
種
が

存
在
す
る
豊
か
な
生
態
系
を
有
し
、

貴
重
な
自
然
環
境
や
水
産
資
源
の
宝
庫

と
し
て
、
そ
の
恵
み
を
国
民
が
等
し
く

享
受
し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
国
民
的
資

産
」
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
国

民
的
資
産
で
あ
る
琵
琶
湖
を
、
健
全
な

姿
で
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が

我
々
の
責
務
で
あ
り
、
総
合
的
な
保
全

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

９
月
定
例
会
議
に
お
け
る

質
疑
・
質
問
か
ら

　９月定例会議では、本年６月、７月の大雨により被害を受けた
箇所の復旧等のため、18億7,127万円を増額する「令和６年度
滋賀県一般会計補正予算（第３号）」や、県立特別支援学校の新
設に係る整備候補地の用地取得に向けた測量等のため、4,074万�

４千円を増額する「令和６年度滋賀県一般会計補正予算（第４
号）」など、知事提出議案76件と議員提出議案４件が上程されま
した。
　これらを審議した結果、決算特別委員会を設置して休会中に審
査することとした令和５年度滋賀県歳入歳出決算の認定議案等を
除き、いずれも原案のとおり可決または同意しました。
　また、各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項
について審議および調査を行いました。

９９月定例会議月定例会議のの概要概要
９月18日～10月11日の24日間９月18日～10月11日の24日間

　
質
疑
・
質
問
の

　
詳
細
は
こ
ち
ら

◀
か
ら

用語解説 ※「事前評価申請書」・・・	 �世界遺産登録をめざす資産について、推薦書の本提出前に、顕著な普遍的価値などについて、ユネスコの諮問機関であるイコモスより技術的・専門的
助言を受けるための申請書のこと。イコモスとの対話を通じて、質の高い推薦を促すことを目的としている。

世界遺産登録をめざす「彦根城」
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こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会の活動を一層御理解いただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。滋賀県議会だよりに関する御意見は下記までお寄せください。
宛先　〒520-8577　大津市京町4-1-1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール gikai@pref.shiga.lg.jp

お
よ
び
再
生
は
、
世
界
の
先
駆
け
と
し

て
の
事
例
と
な
り
得
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
琵
琶
湖
の
課
題
は
複
雑
化
・

多
様
化
し
、
森
-川
-里
-湖
に
お
け
る

「
生
き
も
の
の
つ
な
が
り
の
維
持
」
や
、

豊
か
な
生
態
系
と
良
好
な
水
質
の
両
立

に
向
け
た
水
質
管
理
手
法
を
構
築
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
漁
業
や
林

業
な
ど
の
現
場
の
声
や
、
住
民
や
関
係

団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
庁
内

外
の
研
究
成
果
や
科
学
的
知
見
を
活
用

し
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、
琵
琶
湖
を

「
守
る
」
こ
と
と
「
活
か
す
」
こ
と
の

好
循
環
を
創
出
す
る
た
め
に
は
、
多
様

な
主
体
と
の
協
働
の
取
組
を
更
に
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

琵
琶
湖
保
全
再
生
法
制
定
10
周
年
の
節

目
と
な
る
令
和
７
年
度
に
は
、
国
や
市

町
、
下
流
府
県
市
、
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
更
に
強
め
、
琵
琶
湖
保
全
再
生

計
画
の
改
定
を
行
い
、
課
題
解
決
に
繋

げ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も・若
者

問　
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、

子
ど
も
の
現
在
の
貧
困
を
解
消
す
る
と

と
も
に
、
将
来
の
貧
困
を
防
ぐ
こ
と
な

ど
が
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
こ

と
を
受
け
、
本
年
度
改
定
予
定
の
「
淡

海
子
ど
も
・
若
者
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

も
更
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
・
若
者
の
貧
困
対
策

を
実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の
市

町
と
の
関
係
強
化
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
７
月
に
本
県
で
開
催
し
ま
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
「
家
庭
で
十
分
な
食
事
が
と

れ
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
声
を
聴
か
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
施
策
を
構
築
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
当
事
者
の
声
を
丁

寧
に
聴
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
次
期
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
が
権
利
利
益
を
害
さ
れ

社
会
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
す
る
と
い
う
改
正
法
の
目
的
を
踏
ま

え
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
な
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
・
若
者
の
貧
困
の
解

消
に
向
け
て
は
、
今
回
の
法
改
正
を
受

け
、
そ
の
意
義
や
施
策
の
方
向
性
を
市

町
と
共
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
な
こ
と

か
ら
、
県
市
町
子
ど
も
政
策
推
進
会
議

な
ど
の
場
を
通
じ
て
対
話
を
重
ね
、
共

通
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
民
間
団

体
と
も
力
を
合
わ
せ
て
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
支
援
体
制
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

農
業・水
産
業

問　
現
在
、
次
期
「
滋
賀
県
農
業
・

水
産
業
基
本
計
画
」
の
策
定
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
次
期
計
画
は
、

琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
が
世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
て
初
め
て
策
定
さ
れ
る
基
本

計
画
で
あ
り
、
今
後
の
本
県
の
農
業
・

水
産
業
の
方
向
性
を
示
す
重
要
な
計
画

で
す
。
策
定
に
向
け
た
知
事
の
決
意
を

伺
い
ま
す
。

答　
農
業
・
水
産
業
は
、
生
き
て
い

く
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
「
食
」
を
つ
く
る
礎
で
す
。
一
方
、

こ
れ
ら
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
世
界
人

口
の
急
激
な
増
加
や
食
料
生
産
の
不
安

定
化
な
ど
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

お
り
、
国
に
お
い
て
は
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

次
期
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

こ
う
し
た
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
琵

琶
湖
シ
ス
テ
ム
を
有
す
る
本
県
と
し
て

世
界
に
目
を
向
け
、
輸
出
や
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
な
ど
に
も
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
生
産
額
の
増
加
を
強
く
意
識
し
な

が
ら
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
や
付
加

価
値
の
向
上
を
進
め
、
持
続
可
能
な
本

県
農
業
・
水
産
業
の
発
展
を
目
指
す
計

画
と
し
て
い
き
ま
す
。

教
育

問　
県
立
特
別
支
援
学
校
の
新
設
に

つ
い
て
、
守
山
市
金
森
町
を
候
補

地
と
し
た
経
緯
・
理
由
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が

安
全
・
安
心
に
過
ご
し
、
学
び
の
充
実

に
つ
な
が
る
よ
う
、
教
育
環
境
の
整
備

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
特
色
の
あ
る
学
校

と
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
特
別
支
援
学
校
の
新
設
に
当

た
っ
て
は
、
野
洲
養
護
学
校
と
草

津
養
護
学
校
の
大
規
模
化
対
策
と
し
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
乗
車
時
間
も
考
慮
す

る
と
、
両
校
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
地

域
が
適
当
と
考
え
、
守
山
市
を
軸
に
候

補
地
の
調
査
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、

大
規
模
化
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
、

約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
必
要
面
積
を
想
定

し
て
、
交
通
要
件
や
周
辺
施
設
と
の
連

携
等
の
観
点
か
ら
候
補
地
を
更
に
絞
り

込
ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。
特
別
支
援
学
校

の
設
置
は
、
市
の
街
づ
く
り
に
も
大
き

く
影
響
を
与
え
る
た
め
、
守
山
市
と
も

相
談
し
、
金
森
町
を
候
補
地
と
し
て
選

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
地
で
実
現
す
れ
ば
、
市
民
交
流

ゾ
ー
ン
等
の
施
設
や
周
辺
環
境
の
活
用

お
よ
び
市
立
・
県
立
・
私
立
の
学
校
と

の
連
携
に
よ
る
活
発
な
交
流
活
動
が
期

待
で
き
、
地
域
と
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
、
地

域
の
中
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
力
を
育

む
特
別
支
援
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
有
無

に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な

が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

地
域
の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
学
校
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

議案番号 件　　　名 結果
（議員提出）
会第3号 知事の専決処分事項の一部改正につき議決を求めることについて 可決
（知事提出）
議第105号～
� 議第109号

令和６年度滋賀県一般会計補正予算（第３号）　ほか４件 可決

議第110号～
� 議第151号

情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向
上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会
形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例案　ほか41件

可決

議第152号～
� 議第157号

令和５年度滋賀県一般会計および各特別会計歳入歳出決算の認定
を求めることについて　ほか５件

継続
審議

議第158号 契約の変更につき議決を求めることについて（日野川広域河川改
修事業橋りょう改築工事）

可決

議第159号～
� 議第162号

権利放棄につき議決を求めることについて　ほか３件 可決

議第163号 損害賠償の額を定めることにつき議決を求めることについて 可決
議第164号～
� 議第166号

県の行う建設事業に要する経費について関係市町が負担すべき金
額を定めることにつき議決を求めることについて　ほか２件

可決

議第167号 令和５年度滋賀県モーターボート競走事業会計未処分利益剰余金
の処分につき議決を求めることについて

継続
審議

議第168号 滋賀県土地開発公社の解散につき議決を求めることについて 可決
議第169号 令和６年度滋賀県一般会計補正予算（第４号） 可決
議第170号～
� 議第179号

滋賀県公害審査会委員の任命につき同意を求めることについて　
ほか９件

同意

議第180号 令和６年度滋賀県一般会計補正予算（第５号） 可決

９月定例会議で審議した主な議案
議案番号 件　　　名 結果
意見書第12号 災害発生時における信頼性の高い情報収集・活用体制の構築を求める意見書案 可決
意見書第13号 防災・減災、国土強靱化対策の推進および緊急浚渫推進事業債によ

る財政支援の延長を求める意見書案
可決

意見書第14号 地方行政運営に必要な財源の充実・強化を求める意見書案 可決

９月定例会議で審議した意見書

議会からのお知らせ
●議員の辞職
　角田航也議員（チームしが 県議団）から辞職願が提出され、令和６年10月11日の本会議
において辞職が許可されました。
●関西広域連合議会議員の選出
　角田航也議員の辞職を受け、田中松太郎議員が関西広域連合議会議員に選出されました。
●決算特別委員会の設置
　令和５年度滋賀県歳入歳出決算の認定議案等を審査するため、決算特別委員会が設置さ
れ、10月18日から25日にわたって審査が行われました。
　委 員 長：奥村　芳正 　　副委員長：中沢　啓子 
　委　　員：�谷　　成隆、岩崎　和也、野田　武宏、森重　重則、柴田　栄一、佐口　佳恵、

井狩　辰也、柴田　清行、村上　元庸、周防　清二、海東　英和、清水　鉄次、
節木三千代

●滋賀県議会ホームページ、X（旧ツイッター）�
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、会議録など、
県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信もしています。
（※スマートフォン等でも御覧いただけます。）
滋賀県議会ホームページ  https://www.shigaken-gikai.jp/� 滋賀県議会X（旧ツイッター） （アカウント名　@shigakengikai）

●議場コンサート
９月定例会議初日の９月18日（水）、本
会議散会後に、びわ湖ホール声楽アン
サンブルによる議場コンサートが開催さ
れました。いよいよ１年後に滋賀県で開
催される国スポ・障スポの大会イメージソ
ング「シャイン！！」等の合唱が行われ、
盛大な拍手が沸き起こりました。

議会トピックス

オーガニックで栽培された「きらみずき」

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

等
で
も
御
覧

い
た
だ
け
ま
す
。


